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概要 
本研究では，パーソナルミュージックである「人生で

最も重要な曲」と「お気に入りの曲」に結びつくエピソ
ードの違いを検討した．多くの楽曲が重複せず，流行曲
が多かったことから，楽曲が個人の経験や記憶と結び
つくことで固有のものになることが示された．また，選
ばれた年齢はレミニセンス・バンプ期と一致していた．
楽曲のエピソードは，重要な曲は自己の経験や記憶と
の結びつき，好きな曲は感情や印象，メディアの影響な
ど外的要因も関与していることが示唆された． 
 
キーワード：パーソナルミュージック, 人生で最も重要
な音楽，お気に入りの音楽，レミニセンス・バンプ 

1. はじめに 

私たちは日常的に音楽を聴取するため，音楽は自身

が経験した出来事の記憶である自伝的記憶を想起させ

る手がかりとなる．Rathbone ら（2017）は，中年期以

降，個人にとって重要な歌（personally significant songs）

は 10 代後半～20 代前半に聴取した音楽が中心であり，

特定の出来事の想起を促すことを示した． 

これまでの音楽聴取の研究は，実験者が設定した音

楽に対する聴取者の反応を確かめるものが大半を占め

ていた．しかし，Baumgartner（1992）のように「個人

が選んだ音楽」が引き起こす影響に関する研究もわず

かにみられる．特に，「個人ごとに異なる関わり方を持

つ音楽」に着目したものして「パーソナルミュージッ

ク」や「パーソナルソング」に関する研究がある．これ

らは，個人が自ら選んだ音楽であり，その関わり方が人

それぞれで異なる点に焦点を当てたものである． 

正田ら（2021）は，「人生で最も重要な歌」を「パー

ソナルソング」と呼び，個人にとって重要な歌が形成さ

れる時期である大学生を対象に，パーソナルソングに

関わるエピソードと聴取時の感情反応の関係を探索的

に調べた．その結果，パーソナルソングは日常的な出来

事から強い情動体験まで幅広いエピソードと関連し，

エピソードの違いが音楽聴取時の感情的変化に影響す

ることを示した． 

また，小泉（2007）は，パーソナルミュージックを「個

人的にお気に入りの音楽」と定義した．社会的に流行し

た音楽や同世代・異世代に共通する音楽が公的な性格

を持つのに対し，パーソナルミュージックは私的な性

格を持ち，選ばれる曲は多岐にわたることが得領であ

ると述べている． 

このように，パーソナルミュージックは「人生で最も

重要な歌」や「個人的にお気に入りの音楽」と表現され

てきたが，どのような教示を与えるかによって，挙げら

れる楽曲やその性質が異なる可能性があるにもかかわ

らず，これらの表現の違いと挙げられた楽曲の特徴と

の関連については検討されていない．また、「人生で最

も重要な歌」を特定できない者も存在する可能性も考

えられる． 

そこで本研究では，「人生で最も重要な曲」と「お気

に入りの曲」のそれぞれに結びつくエピドートとその

特徴の違いを明らかにすることを目的とする． 

2. 方法 

本研究では，2024 年 11月 16 日から 2024 年 11 月 18

日に無記名のオンライン調査を行った．回答者は 618

名（20 代 155 人，30 代 152人，40 代 156 人，50 代 155

人）であった． 

はじめに，「あなたがこれまで生きてきた中で，最も

重要な曲のことを【パーソナルミュージック】と呼びま

す．最も重要な曲を思い浮かべるのが難しい場合，最も

お気に入りの曲を思い浮かべてください．」と教示した．

その上で，パーソナルミュージックを一曲挙げてもら

い，楽曲名，アーティスト，その曲がパーソナルミュー

ジックになったきっかけや理由（自由記述），現在の聴

取頻度，よく聴いていた年齢，その曲を聴いたときの感

情反応や身体反応などについて回答を求めた． 
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3. 結果 

3.1. 選ばれた楽曲 

618 人の参加者から，511 曲が「パーソナルミュージ

ック」として挙げられた．上位の楽曲とアーティストを

表 1 に示す．「世界に一つだけの花」「終わりなき旅」

など複数人が共通して挙げた楽曲があるものの，468 曲

（511 曲中 91.59％）は重複がない曲であった．また，

366 のアーティストが挙げられた．「Mr. Children」「Mrs. 

GREEN APPLE」「SMAP」など複数人が共通してあげた

アーティストがあるものの，280 アーティスト（366 ア

ーティスト中 76.5％）は重複がなかった．ジャンルに

ついては，55.5％の参加者が J-Pop の楽曲をパーソナル

ミュージックとして回答した． 

表 1 選ばれた楽曲 

楽曲   アーティスト 

世界に一つだけの花（SMAP） 8 
 

Mr.Children 27 

終わりなき旅（Mr. Children） 5 
 

Mrs. GREEN APPLE 12 

innocent world（Mr. Children） 5 
 

SMAP 12 

Let It Be（The Beatles） 5 
 

B'z  8 

ケセラセラ（Mrs. GREEN APPLE） 5  モーツァルト 6 

STORY（AI） 4  中島みゆき 6 

HANABI（Mr.Children） 4   GReeeeN 5 

3.2. お気に入りの曲と人生で最も重要な曲 

回答者が挙げた曲が「お気に入りの曲」か「人生で最

も重要な曲」かについての集計を表 2 に示す．全体の

80.6％が「お気に入りの曲」を挙げており、「人生で最

も重要な曲」を回答は 19.4％で，「人生で最も重要な曲」

よりも「お気に入りの曲」が多く回答された． 

表 2 楽曲の分類（お気に入り/重要） 

 n（人） 割合（％） 

お気に入りの曲 498 80.583 

人生で最も重要な曲 120 19.417 

合計 618 100 

3.3. よく聴いていた年齢 

パーソナルミュージックをよく聴いていた年齢の分

布を図 1 に示す．お気に入りの曲，重要な曲のいずれ

においても，10 代から 20 代によく聴いていたとする

回答が多くみられた． 

 

図 1 よく聴いていた年齢 

3.4. 世代 

世代との関連性を明らかにするために，独立性の検

定を行った。クロス集計表を表 3 に示す．その結果，

有意な関連は見られなかった（χ² (1) = 0.70, p = .403, 

Cramér's V = .034）． 

表 3 世代とのクロス集計 
 若年層 中高年層 合計 

お気に入り 
252 

(50.602%) 
246 

(49.398%) 
498 

(100 %) 

重要 
55 

(45.833%) 
65 

(54.167%) 
120 

(100%) 

3.5. 流行曲か 

「お気に入りの曲」として挙げられた楽曲の 62.7%，

「人生で重要な曲」として挙げられた楽曲の 51.7%が

流行曲であり，半数以上の楽曲が流行曲であった．ま

た，楽曲が流行曲であるかとの関連性を明らかにする

ために，独立性の検定を行った．クロス集計表を表 4 に

示す．その結果，有意な関連が見られた（χ² (1) = 4.43, 

p = .035, Cramér's V = .085）．「お気に入りの曲」として

挙げられた楽曲の方が，流行曲であった割合が高かっ

た． 

表 4 流行曲かとのクロス集計 
 流行曲でない 流行曲 合計 

お気に入り 
186  

(37.349%) 
312 

(62.651%) 
498  

(100%) 

重要 
58 

 (48.333%) 
62  

(51.667%) 
120  

(100%) 

3.6. 楽曲が人生に与えた影響 

楽曲が人生に与えた影響の程度との関連性を明らか

にするために，独立性の検定を行った．クロス集計表を

表 5 に示す．その結果，有意な関連は見られなかった

（χ² (2) = 0.94, p = .624, Cramér's V = .039）． 
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表 5 楽曲が人生に与えた影響とのクロス集計表 
 あり どちらでもない なし 合計 

お気に入り 
47 

(9.438%) 
59 

(11.847%) 
392 

(78.715%) 
498 

(100%) 

重要な 
8  

(6.667%) 
14 

(11.667%) 
98 

(81.667%) 
120 

(100%) 

3.5. 音楽全般の重要度 

音楽全般に対する重要度の認識との関連性を明らか

にするために，フィッシャーの正確確率検定を行った．

クロス集計表を表 6 に示す．その結果，有意な関連が

見られた（p = .012）．音楽をより重要だと認識している

参加者ほど，「人生で最も重要な曲」として楽曲を挙げ

る傾向が見られた． 

表 6 音楽全般の重要度とのクロス集計表 

  重要でない どちらでもない 重要 合計 

お気に入り 
19  

(3.815%) 
40  

(8.032%) 
439  

(88.153%) 
498 

(100%) 

重要 
2  

(1.667%) 
2  

(1.667%) 
116  

(96.667%) 
120 

(100%) 

3.6. エピソード 

パーソナルミュージックとしてその曲が選ばれた理

由やきっかけについての自由記述の傾向を把握するた

め，頻出語の集計を行った．分析に先立ち，誤字の修正

や，「メロディ」と「メロディー」などの表記ゆれを統

一した．また，「聴く」と「聞く」については，音楽に

関する文脈では「聴く」，それ以外では「聞く」として

使い分けた．さらに，本研究のキーワードであるが質問

内容を重複しているだけの語は，データから除外した．

ここでは出現頻度の高い上位 25 語を取り上げ，その頻

度を図 2 に示す．最も多く用いられた語は「聴く」（486

回）で，次いで「自分」（188回），「歌詞」（162 回），「好

き」（125 回），「心」（92 回）などが上位に挙がった． 

 
図 2 エピソードの頻出語（上位 25 位） 

パーソナルミュージックとして選ばれた曲のエピソ

ードについて，「お気に入りの曲」か「人生で最も重要

な曲」かを外部変数として共起ネットワークを作成し，

語と語の共起関係を可視化した．（図 3）． 

その結果，「人生で最も重要な曲」と回答した楽曲に

関連して多く見られた語は，「考える」「行く」「毎日」

「高校」「知る」「記憶」「勉強」「共感」などの語で，自

己の具体的な経験や記憶に関連した語が見られた．例

えば，「高校の初めての合唱コンクールでクラスで歌う

ことになった．高校は辛い経験も楽しい経験もたくさ

んしたから今でも聴くといろいろ思い出す」，「恋して

いる時に聴いていた曲でバイトの帰りや学校の帰りな

どで歌を聴きながら帰っている時に何回もリピートし

て聴いていた記憶があります」などが挙げられた． 

一方で，「お気に入りの曲」と回答した楽曲に関連す

る語は，「当時」「時代」「落ち込む」「元気」「見る」「印

象」「響く」など，曲による感情やの変化や感覚，曲に

対する印象，テレビやドラマ，映画を見ているときに使

われていた楽曲であることに関わる語が含まれていた．

例えば，「落ち込んだ時期があったがメッセージに励ま

された．元気で綺麗な歌声が心に響く」，「小さい頃に大

好きだったジブリ作品中に使われていた曲で何度も繰

り返し見ていたから」などが挙げられた． 

「人生で最も重要な曲」と「お気に入りの曲」の両方

に共通して出現した語としては，「歌詞」「思い出」「好

き」「自分」「聞く」「今」「人生」「気持ち」「思う」など

の語が挙げられており，楽曲が自己の記憶や感情と強

く結びついていることや楽曲の歌詞やメロディーが個

人の内面に残るという共通性を示している．例えば，

「人生について悩んだ時に自分の心情と合致する歌詞

が多く，気持ちの整理をしたいときに聴いている」，「当

時身の回りにいた人を思い出す、思い出が走馬灯に流

れるイメージがある．青春時代の恋愛や好きだった人

との関係は消えるとけれど、この曲の中に当時のこと

が詰まっていて聴くたびに思い出す（略）」などが挙げ

られた． 

 

図 3 エピソードの共起ネットワーク 
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4. 考察 

パーソナルミュージックとして選ばれた曲の多くの

曲は重複がなく，人生そのものを表すような「友達」

「人生」「元気」「気持ち」「共感」などのキーワードが

出現した．小泉（2007）では，パーソナルミュージック

は個人のアイデンティティと密接にかかわり私的な性

格を持つとしており，本研究においても人生における

個人の経験や価値観が反映され，私的な性格を持つこ

とが示された． 

一方で，パーソナルミュージックは私的な性格を持

つだけではなく，「お気に入りの曲」「人生で最も重要な

曲」の両方において，挙げられた楽曲の半数以上が流行

曲であった．このことから，パーソナルミュージックは

世間の流行などの社会的な影響を受けていることも示

された．従来，パーソナルミュージックは流行といった

公的な性格よりも私的な性格を持つとされてきた（小

泉，2007）．単なる街中で流れていてなんとなく耳にし

ていたような公的な性格を持つ流行曲であっても，音

楽にまつわる個人の経験が物語として結びつくことで，

私的な性格を持つパーソナルミュージックになると考

えられる． 

また，よく聴いていた年齢は，「お気に入りの曲」「人

生で最も重要な曲」ともに，10 代から 20 代の回答が多

かった．このことから，いわゆるレミニセンス・バンプ

（Rubin & Schulkind, 1997）と呼ばれる 10～30 歳の時期

に接触した曲が選ばれている可能性が示された． 

パーソナルミュージックに結びつくエピソードにつ

いては，「お気に入りの曲」「人生で最も重要な曲」のい

ずれにおいても，楽曲が自己の記憶や感情と強く結び

ついていること，楽曲の歌詞やメロディーが個人の内

面に残っていることが示された．これは，パーソナルミ

ュージックが自己と深く結びつき，自己を反映する存

在であることを示唆している．しかし，「お気に入りの

曲」「人生で最も重要な曲」には意味づけの特徴に違い

が見られた．「お気に入りの曲」は，楽曲自体による感

情の変化や感覚，曲に対する印象，テレビやドラマ，映

画などのメディアで使用されていたことなどエピソー

ドとして挙げられた．また，実際に挙げられた楽曲には

流行曲が多く含まれており，「人生で最も重要な曲」と

比較して社会的影響が強く反映されていることも示さ

れた．一方で，「人生で最も重要な曲」は，自己の具体

的な経験や記憶に関連するエピソードが見られた．こ

うした傾向は，記憶に関する先行研究と一致しており，

Rathbone ら（2017）は，中年期以降，個人にとって重要

な歌（personally significant songs）が特定の出来事の想

起を促すことを示している． 

5. まとめと課題 

本研究では，「人生で最も重要な曲」と「お気に入り

の曲」のそれぞれに結びつくエピドートとその特徴の

違いを明らかにすることを目的とした．その結果，パー

ソナルミュージックとして挙げられた楽曲の多くは重

複がなく，半数以上が流行曲であったことからも，個人

の経験や価値観が結びつくことによって，楽曲が個人

固有のものになることが示された．また，よく聴いてい

た年齢はレミニセンス・バンプの時期と一致しており，

パーソナルミュージックもレミニセンス・バンプの時

期に聴取していた楽曲が選ばれていることが示唆され

た．楽曲に結びつくエピソードについては，「お気に入

りの曲」「人生で最も重要な曲」のいずれにおいても，

楽曲が自己の記憶や感情，楽曲の内容自体が個人の内

面に残っていることが示された．「人生で最も重要な曲」

は自己の経験や記憶との関連が強い一方で，「お気に入

りの曲」は楽曲による感情や印象，メディアの影響な

ど，外的な要因も関与していることが考えられる． 

本研究は，横断的な調査であり，時間経過によるパー

ソナルミュージックの変化や，記憶との関係について

は検討できていない．今後は縦断的な調査により，特定

の楽曲がどのように「パーソナルなもの」として自己に

取り込まれていくのか検討していく必要がある． 
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